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図 1	 従来のネットワーク構成  





	 １）学生向けサービス  
	 学生向けのサービスとしては、履修登録や成績確認が可能な MIDS(Maebashi Identity 
Support System)システムが提供されてきていた。これは個々の学生向けにウェブベースで
授業の履修に必要な登録インターフェース画面や、成績などを提供しているシステムであ
る。また、学生全体に対して学内向けの情報を提供する Students’ Web というサービスも
適用されてきていた。そこでは休講情報や各種授業の資料などが提供されてきていた。 
 
	 ２）教職員サービス  























	 2008 年度の段階では、学内に複数箇所無線 LAN スポットを実現していた。しかしなが
 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 4 
ら全ての教室や学生ホール、食堂など、学内のあらゆる箇所で利用できるわけではなかっ
た。また暗号化方式も古い方式を用いていた。2008年度~2009年度には、学生が個人所有




















	 現在は IPv4 のみで学内ネットワークを運用していたが、今後数年のうちに IPv6 が一般
的になる可能性も考えられた。1999 年当時の IPv4 のみを前提としたネットワーク設計で











ムのプロトタイプ版による実験が行われ、また moodle を用いた e-learning の取り組みが





	 なお、冒頭でも触れたとおり、iPod touch の全学的な配布及び教育への利用は全国的に
も先進的であったと言える。2009年以前の類似の事例としては、阪南大学における任天堂
株式会社の端末である DS の配布[1]、青山学院大学における Apple 社の携帯電話端末であ
る iPhone の特定学部の学生への配布[2]、名古屋商科大学におけるラップトップ型 PC と

















年 4月~2010年 7月にかけて、本学では全学生教職員に対して iPod touch及び iPadを配
布した。4月 2日に全学生に iPod touchを配布し、続いて教職員には iPod touch又は iPad
を配布した。2010年 4月までの時点で、以下の要件をバランス良く満たす小型端末の検討







 共愛学園前橋国際大学論集 No.11 6 
 
（３）新学内情報サービス  
	 １） iPod touch による出席登録  
















つあった。そこで 2010年 4月からは、iPod touchにて履修登録を実施できるようにした。







	 ３）moodle や twitter 等のインターネットサービスを利用した授業  




ット機能を利用するという試みも行われていた。2010年 4月からは iPod touchを全学生が
保有しているという前提が存在する状況になったため、普通教室でも moodleや twitterを
用いた授業の展開が可能となった。 










始に向けて対外回線については 100Mbps から 1Gbps に増強を行った。なお、本学の 1 号
館には学園本部が設置されており、そのため中高大学間にも回線が必要である。この中高
大学間の回線については従来どおり物理層からネットワーク層まで同一構成のままとした。 




い VLANネットワーク以外の全ての VLANセグメントをコアスイッチ間で共有させた。 
	 無線 LANは全学で 50台以上の基地局を敷設した。IEEE802.11a/b/gに対応しており、
WPA2 Personal、WPA2 Enterpriseへの対応を必須要件とした。また、無線 LAN基地局
までタグ VLANで複数の VLANセグメントを配り、無線 LAN基地局において複数のネッ







図 2	 新ネットワークの物理層  








































図 5 バックボーンネットワークの状況  
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図 6	 1 週間の状況  
 
（３）無線 LAN の状況  
	 無線 LANについては無線 LAN基地局の暗号化の仕様上、1台の基地局で 50台のクライ
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Abstract 
A Design and Development of the Ubiquitous Campus Network 
 
Nobuo Ogashiwa, Yuichiro Okuda 
Maebashi KyoaiGakuen College has been running a Ubiquitous Campus network	 
since April 2010. The Ubiquitous Campus Network includes not only a wirelessLAN 
environment but also several mobile devices like the iPod touch and theiPad. Several 
in-campus information services are also included theUbiquitous Campus Network. In 
this paper, we describe the design anddevelopment of the Ubiquitous Campus Network 
in Maebashi KyoaiGakuenCollege. 
 
 
